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主論文 

Risk factors for mortality after hip fracture surgery in Japan using the National Database of 

Health Insurance Claims and Specific Health Checkups of Japan 

 

日本人の大腿骨近位部骨折手術後の死亡率の危険因子について、全国健康保険請求・特

定健康診査データベースを用いた検討 

 

  Yuki Nishimura, Yusuke Inagaki, Tatsuya Noda, Yuichi Nishioka, Tomoya Myojin, 

Munehiro Ogawa, Akira Kido, Tomoaki Imamura, Yasuhito Tanaka 

Archives of Osteoporosis. 2023 Jul 7;18(1):91  



論文審査の要旨 

 

本研究は、高齢者に多く死亡率が高い大腿骨近位部骨折の死亡リスク因子を日本全国の

診療報酬請求（レセプト）の全データベースを用いて調査した研究であった。2013 年か

ら 2021 年のレセプトデータから性別、年齢、骨折タイプ、術式、手術日の遅れ、合併

症数、輸血、肺塞栓の患者数を集計し、1 年死亡率を検討された。男性や高齢、大腿骨

転子部・転子下骨折、骨折観血的手術、入院 3 日以降の手術、合併症数、輸血、肺塞栓

患者で 1 年死亡率が有意に高くなり、女性や大腿骨頚部骨折などの患者では低いとのこ

とであった。リスク因子を同定できたことは大変重要であり、今後の大腿骨近位部骨折

やその周術期における管理マネージメントにおいては大変有益であり、重要なポジショ

ニングを占める価値ある研究であると考えられた。公聴会では、発表もしっかりなされ、審

査委員から、一番多い合併症や合併症の中で予後に影響を与えた因子、データ解析の期間

設定、手術までの期間が 48 時間以上超える症例が多かった理由、肺塞栓対策、データ結果

の発展のさせ方、今回の解析実行で一番困難であったことなど、多くの質問にも的確に答えて

おられた。本研究の結果は臨床的にも極めて有用なものであり、主論文の内容と公聴会で

の発表、および参考論文と合わせて、審査委員すべてが適と判断し、博士（医学）の学

位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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